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一
般
社
団
法
人
日
本
建
設
業
連
合
会
と
国
土
交
通
省

の
各
地
方
整
備
局
お
よ
び
北
海
道
開
発
局
と
の
共
催
に

よ
る
「
公
共
工
事
の
諸
課
題
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」

が
、
熊
本
地
震
対
応
が
急
が
れ
る
九
州
地
区
を
除
く
全

国
八
地
区
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
度
の
意
見
交
換
会
は
、
五
月
十
一
日
の
関
東
地

区
を
皮
切
り
に
、
同
十
七
日
関
西
地
区
、
同
二
十
五
日

四
国
地
区
、
同
三
十
一
日
北
陸
地
区
、
六
月
二
日
北
海

道
地
区
、
同
七
日
東
北
地
区
、
同
九
日
中
国
地
区
、
同

十
六
日
中
部
地
区
の
順
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
、
日
建
連
か
ら
の
提
案
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
た

の
は
「
社
会
資
本
整
備
の
進
め
方
」「
担
い
手
の

確
保
」「
建
設
現
場
の
生
産
性
の
向
上
（
i
─

C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
）」「
公
共
建
築
工
事
に
係
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
地
方
公
共
団
体
へ

の
浸
透
」
の
四
点
。
提
案
テ
ー
マ
の
説
明
及
び
発
注
機

関
か
ら
の
回
答
、
そ
の
後
の
自
由
討
議
で
は
、
こ
れ
ら

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
白
熱
し
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　　

日
建
連
は
昨
年
三
月
、「
再
生
と
進
化
に
向
け
て
│

建
設
業
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
将
来
の
大
量

離
職
時
代
を
乗
り
切
り
生
産
体
制
を
堅
持
す
る
た
め
、

一
〇
年
間
で
「
九
〇
万
人
の
新
規
入
職
者
の
確
保
」
と

「
三
五
万
人
の
省
人
化
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
。
今
年

度
は
担
い
手
の
確
保
・
育
成
と
生
産
性
の
向
上
を
両
輪

と
し
て
、
建
設
業
再
生
に
向
け
て
よ
り
具
体
的
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
行
わ
れ
た
今
回

の
意
見
交
換
会
で
は
、「
適
切
な
工
期
の
設
定
と
工
程

管
理
」
と
「
現
場
の
生
産
性
向
上
」
が
特
に
主
要
な
テ

ー
マ
と
な
り
議
論
さ
れ
た
。

　

適
切
な
工
期
の
設
定
と
的
確
な
工
程
管
理
が
な
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
担
い
手
確
保
に
つ
な
が
る
休
日
の

拡
大
が
実
現
す
る
。
適
切
な
工
期
設
定
は
、
改
正
品
確

法
に
発
注
者
の
責
務
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
現
場
で
は
積
算
工
程
と
実

事
実
施
期
間
を
任
意
で
決
め
る
「
フ
レ
ッ
ク
ス
工
期
」

の
拡
大
等
、
前
向
き
な
回
答
が
相
次
い
だ
。

　
「
担
い
手
の
確
保
」
に
関
し
て
は
、「
完
全
週
休
二
日

制
を
目
指
し
た
休
日
拡
大
」
も
熱
心
な
議
論
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

　

完
全
週
休
二
日
制
は
、
日
建
連
と
し
て
も
担
い
手
確

保
に
あ
た
っ
て
の
重
要
テ
ー
マ
と
認
識
し
て
お
り
、
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
そ
の
拡
大
を
目
指
す
と
し
て
い

る
。
会
員
各
社
も
休
日
拡
大
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
自

助
努
力
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
完
全
週
休
二
日
の
実

現
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
に
あ
る
。
日
建
連
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
工
事
開
始
時
に
四
週
四
休
し
か
休
日
を

確
保
で
き
な
い
現
場
が
半
数
を
超
え
、
発
注
直
後
か
ら

工
期
が
厳
し
く
休
日
が
取
れ
な
い
と
の
回
答
が
多
い
。

　

日
建
連
は
、
完
全
週
休
二
日
制
の
実
現
に
向
け
て
、

受
発
注
者
、
協
力
会
社
一
体
で
試
行
工
事
を
通
じ
て
課

題
等
を
確
認
し
、
そ
の
解
決
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
規
模
の
大
き
い
工
事
や
多
様
な
工
種
で
の

試
行
拡
大
を
要
望
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
休
む
こ
と
の
実

績
を
広
げ
る
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
確
保
な
ど
の

環
境
整
備
も
訴
え
た
。

　

発
注
機
関
か
ら
の
回
答
で
は
、
休
日
拡
大
の
必
要
性

は
十
分
認
識
さ
れ
て
お
り
、
週
休
二
日
制
モ
デ
ル
工
事

の
試
行
が
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
は
、
近
畿
地
整
に
お

い
て
、
週
休
二
日
の
実
施
を
工
事
成
績
評
定
点
に
反
映

す
る
試
行
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
他
の
地
区
で
は

「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
を
一
般
の
人
が
容
認
で
き

る
か
、
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
発
言
も
あ
っ
た
。

　

日
建
連
の
宮
本
洋
一
土
木
本
部
長
は
、
各
地
区
で

「
今
、
四
週
八
休
に
踏
み
出
せ
ば
一
〇
年
、
二
〇
年
で
定

着
す
る
だ
ろ
う
」
と
訴
え
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
中
、

週
休
二
日
制
に
向
け
て
官
民
で
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
は
、
国
土
交
通
省
が
今
年

を
「
生
産
性
革
命
元
年
」
と
位
置
付
け
、
全
国
で
i
─

C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
の
取
組
み
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
る
。
日
建
連
で
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
「
生
産

性
向
上
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、「
生
産
性
向
上
推
進
要

綱
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

生
産
性
向
上
へ
の
取
組
み
は
、
技
能
労
働
者
の
賃
金

改
善
や
休
日
の
確
保
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
発
注

機
関
と
十
分
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
日
建
連
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
中
か
ら
特

に
、
現
場
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
、

書
類
の
削
減
の
三
点
に
絞
り
改
善
を
求
め
、
発
注
機
関

も
前
向
き
な
姿
勢
を
見
せ
た
。

　

例
え
ば
書
類
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
施
工
に
伴
い
取

り
扱
う
情
報
量
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
膨

大
な
書
類
の
作
成
、
提
出
は
業
務
効
率
化
の
妨
げ
と
な

っ
て
い
る
。

　

日
建
連
は
、
i
─C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
の
目
指

す
、
二
つ
の
「
キ
セ
イ
」
の
打
破
の
観
点
に
立
っ
て
、
作

業
全
体
を
俯
瞰
し
て
、
優
先
順
位
を
整
理
し
、
体
系
的

に
課
題
を
洗
い
出
し
、
受
発
注
者
で
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
際
、
提
出
書
類
だ
け
で
な
く
、
業

務
の
必
要
性
ま
で
立
ち
返
っ
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
必
要
な
書
類
、
業
務
に
対
す
る
理
解
も
で
き
、

受
発
注
者
間
の
風
通
し
が
よ
り
よ
く
な
り
、
円
滑
な
工

事
の
実
施
に
つ
な
が
る
と
訴
え
た
。　

　

各
地
整
で
は
、「
工
事
書
類
の
簡
素
化
に
向
け
た
ワ

ー
キ
ン
グ
」「
工
事
書
類
削
減
検
討
会
」「
土
木
工
事
特

記
仕
様
書
改
訂
勉
強
会
」
等
が
設
置
さ
れ
、
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
模
様
だ
。
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｐ
（
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
工
事
書
類
の
一
元
化
や
電
子
化
さ

れ
た
i
─C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
の
三
次
元
デ
ー
タ

と
の
連
動
な
ど
業
界
全
体
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
目
指

す
と
の
発
言
も
あ
り
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

　

意
見
交
換
会
は
年
を
追
う
ご
と
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
深
ま
り
、
今
年
度
も
実
り
多
い
会
合
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
積
み
残
し
に
な
っ
た
課
題
も
多
い
。
そ
れ
ら

は
国
土
交
通
省
と
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
検
討
し

来
年
度
の
意
見
交
換
会
に
つ
な
げ
て
い
く
方
針
だ
。

関東地区の意見交換会

施
工
程
が
乖
離
し
て
お
り
、
休
日
返
上
で
工
程
を
短
縮

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
日
建
連
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
工
期
の
う
ち
準
備
期

間
や
跡
片
付
け
期
間
が
実
態
に
合
っ
て
い
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
日
建
連
は
、
発
注
時

点
で
の
適
切
な
工
期
設
定
が
重
要
と
し
て
、
ま
ず
準
備

期
間
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
特
記
仕
様
書
等
に
明

記
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
発
注
者
側
か
ら
は
、「
完
全
週
休
二
日

実
現
モ
デ
ル
工
事
」
の
中
で
通
常
の
準
備
日
数
を
延
長
、

準
備
・
跡
片
付
け
期
間
の
実
態
調
査
と
「
新
た
な
準
備

期
間
の
考
え
方
」
に
よ
る
工
事
の
試
行
、
受
注
者
が
工

現
場
の
実
態
に
合
っ
た
工
期
設
定

完
全
週
休
二
日
に
向
け
て
一
歩
踏
み
出
す

業
務
効
率
化
を
促
す
書
類
削
減

担
い
手
確
保
と
生
産
性
向
上
に

関
す
る
議
論
白
熱

平
成
二
十
八
年
度
意
見
交
換
会
を
開
催

挨拶する宮本土木本部長


